
- 1 -

往生山だより
入遠野小学校 学校通信 令和元年６月３日

Ｎｏ，３２

文責 校長 酒井

ふるさと教育（見る・ふれる・感じる授業）
「地域と共にある学校」を目指す本校の教育の柱の一つとしている「ふるさと教育」。本年度
も順調にスタートしています。
地域の「人・もの・こと」を直接見たり，ふれたり，感

じたりすることによって，効果的な学習につなげるのはも
ちろん，ふるさとの良さを再確認し，子ども達に誇りを持
たせることが大きなねらいです。
実際に学習を進めると，「いつも歩いているのに気づかな

かった」「入遠野にもこんな所があったんだ」等々，新しい
発見に，子ども達の興味は募るばかりで，教える側のわた
したち教師も一緒に学ぶことが多く，目から鱗の毎日です。

早速５年生の社会科の授業では，有実地区の鈴木さんの
ご厚意で，近くの田植えを見学・体験しました。教科書で
も学習しますが，やはり本物は違います。八条植えの田植
機の大迫力と，あれよあれよという間に作業が進む様子に感動する子ど
も達でした。最後には手での作業も体験させていただき，たくさんのこ
とを学びました。

３年生の地域探検も充実しています。簡単な地図を頼りとした探検で
すが，途中の魚屋さんでは魚をさばく様子をのぞき込み，隣の雑貨屋さ
んの中を練り歩いては大騒ぎです。近くの稲荷神社にも足を運び，帰り
道では桑の実まで堪能し，しまいには何の学習か分からなくなってきま
した。しかし，これがいいんですね。

最近の子ども達は，自分の目で見たり，ふれたり，味わったり，感じ
たりすることが少なくなってきました。環境や生活習慣がそうさせるの
でしょうが，入遠野はあまりある豊富な自然と親切な人々の宝庫です。
これからもどんどん地域に飛び出します。
案ずるより産むが易し，先ず体験してみることも大切だと考えています。

◇◇安全の確保に努めます◇◇

決められた方法（徒歩・バス）による登下校も，保護者の皆様のご協力のもと習慣化され，子
ども達からも「たのしい」「だんだん早起きできるようになった」と好評です。しかし，先日の
川崎市の事件のように，いつ何が起こるか分からないのも事実。
学校では登下校の際の安全指導や，不審者対応などに今後も力を入れて指導していきます。ま

た，様々な関係機関（警察・消防・交通指導委員・防犯協会・交通安全母の会・子ども見守り隊）
の皆様と連携を深め，児童の安全の確保に努めます。（裏面参照）
何か気になる事など，情報がありましたら学校にお知らせください。

６月の予定

月 日 内 容 月 日 内 容

６月２日 陸上交流大会（日清カップ） ６月１９日 陸上大会・読書デー
３日 知能検査（2･4･6年）全校集会 ２０日 お出かけまほろん・クラブ活動

清掃オリエンテーション ２２日 土曜参観・一斉下校日
４日 陸上リハーサル大会（6年） 救急救命法講習会
５日 第１回評議委員会・読み聞かせ ２４日 児童会活動・ALT来校
６日 クラブ活動 ２５日 新体力テスト
７日 クリーン活動・婦人会清掃 ２６日 読み聞かせ・読書の日

１０日 定期券販売日･児童会･ALT来校 ２７日 陸上大会予備日
１４日 移動図書館しおかぜ号 ２８日 親子ふれあい弁当デー
１７日 児童集会・ALT来校

※お弁当の日を献立表でご確認ください。
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＜学校からのお願いです。再度ご確認ください＞

決められた方法（徒歩・バス）での登下校を奨励しているところですが，学校への送迎がどう
しても必要な場合の車の流れについては下の通りです。
最近逆走される車や路上で乗降される児童を見かけますので，再度確認の上，安全の確保にご

協力ください。


